






















































実 験 成 績
 ホモジナィザーによる細胞分散法及び消化分散法では成功塾が極めて低く,著者の実験でも15
 例中2例に於て典型的線維芽細胞様細胞の増殖を認めたが.,継代は僅かに5代行い得たにすぎないb
 次に二倍体細胞接触培養法は2例にっき試みたが失敗に終った。
 最後に著者は所謂rはりつけ」培養法を応用し,それまで殆んど不成功であった初代細胞増殖が
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 15例中12例に於て成功した。更にこれをトUプシンとEDTAにより分散し継代をくウかえす
 ことにも成功し,その中の長期のものは,16代,9ケ月間も継代を行レ・得た。又,これらの細胞
 をDime七hylS℃UfOxideと共に・数ケ月間一7e℃に凍結保存し,更にその保存細胞から改
 めて,継代培養することを可能とした。従ってガン組織由来の細胞の長期保存が可能とたった。
 一方CoxackieB群5型ウイルスに対する感受性を観察した結果からみて,被検ガン組織から
 増殖して来た細胞には上皮性細胞を含むことが確かめられた。
 綜括ならびに結論
 著者が培養した胃ガン組織からの培養細胞は,その形態学的性状からみると,線維芽細胞様のも
 のと,多角形上皮細胞様のものとの2群に大別された。しかしその両者にみられた最大の特色は,
 人胎児から培養したdiPloiαの線維芽細胞に比し,極めて大型たことである。即ち,長径に於
 ては比較的小さな線維芽細胞型と言えども,人胎児dipユOid細胞の5～4倍に達し,巾径は同
 じく2～5倍であった。又,多角形,上皮細胞様のものの中には,長径55eμ,短径150μで
 5～6箇の核を有する多核細胞すらも認められ,多角形細胞でないものでも全て,株化細胞の一種
 であるHEP-2細胞の4倍以上の面積を有していた。.然し乍らこれらの細胞が果してガン細胞と
 しての特性を有しているか否かについては,人体に還元して腫瘤形成を示すか否かは行い得ないの
 で他の性状について究明中であるが更に今後の課題となる処である。少左くとも,現在に於ては不
 規則配列で単厨,或いは多層の細胞層が形成されること,10数代,数ケ月以上に互って,長期継
 代培養が可能でをることなどからすれば,ガン細胞と、しての特色の一部は,保持しているものと考
 えられる。一方上皮性細胞か否かの点にういては,形態上,多鶴形上皮細胞様のものは勿論,大型
 線維芽細胞様のものの一部に於ても,GOXaCkieB群5型ウイルスに対する感受性の点から,上
 皮細胞の特性を有していることが確かめられ島然し乍ら外科的に摘出され,培養の対象となった
 胃ガンの病理組織学的分類と培葉によって増殖して来た初代培養細胞の形態学的所見或は継代培養
 の可能性との相関については必ずしも有意性を認め得なかった。
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 審査結果の要旨
1
 著者はわが国で最も頻度の高い癌である胃癌をえらんで,胃癌組織由来細胞の細胞培養系とし
 ての樹立を試みた。
 第1に手術摘出の胃癌より4種類の万法で細胞培養を試みたところ,山根の術式に準じた細切後
 "はりつけ培養法"に従って培地としてロ.1%にバク}ペプトンを添加した20%仔牛血清加M団M
 を用いるのが最も適当である事を認めた∩
 「この方法に従うと15例中12例の初代培養に成功し,5代以上継代し.得たもの8酬に及んだ。
 12株は形態学的に6株の大型センイ芽細胞と6探の上皮様細胞に2分され,由来癌組織の組織分
 類とは一致しなかった。継代をつづけると形態学的に変化してくるが5株の長期継代培養可能細胞
 系はコクサッキーB5ウイルスに対する感受性から,2株の耐性センイ.芽細胞と5株の上皮細胞性
 義翻月包とに分類され.ノヒ。
 即ち著者は胃癌組織から5株の上皮性の細胞系の樹立に成功した事になる。
 「以上著者は胃癌組織から主として"はりつけ培養法〃を用いて培養細胞系の樹立に成功し,そ
 のあるものは16代9ケ.月以上にわたって継代され,形態学的にいずれも大型でこれをセンイ芽細
 ・胞系と上皮様細胞系とに分類し得た・殊にコクサッキーB5ウイルスに対して感受性を示す5株の
 上皮性細胞系が樹立ざれた事は注目に値する。
 よって本論丈は学位授与に値するものと認めるn
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